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は し が き

近年における経済状況の低迷が、埋蔵文化財の調査に関しても様 な々影響を

及ぼすなか、本市におきましては市内各所で重要な調査をおこなうなど、豊富な

内容の一年となりました。

嶋上郡衛跡をはじめとする市内の各遺跡では、遺跡外縁部分の個人住宅建

設等の開発にともなう小規模な調査が主流となっておりますが、これらの成果を積

み上げていくことにより、本市における各遺跡の範囲や内容を正確に把握するた

めの基礎資料となっております。

史跡今城塚古墳におきましては、第6次規模確認調査を実施し、内堤部での

埴輪祭祀区の範囲や造出の状況を確認するなど、整備にむけた重要な知見をあ

らたに得ることができました。

闘鶏山古墳で発見された竪穴式石室は、スコープ探査によつて完全未盗掘で

あることが判明し、前方後円墳の埋葬方法をうかがい知る第一級の資料でありま

す。さらには、本市5番目の国史跡して指定を受けましたことは、三島古墳群の

保存を視野に入れた歴史遺産の恒久保存にむけての大きな前進といえましょう。

高槻城跡に関しましては、近世高槻城の縄張りや当時の暮らしぶりをより正確

に復元するための手掛かりが集積されており、これらの成果はこのたび開館いた

しました「しろあと歴史館」におきましてさっそく展覧することができました。

最後に、本書をまとめるにあたり、ご教示やご協力いただいた関係機関をはじめ、

多くの方々に心から感謝申し上げます。

平成15年 3月 31日

高槻市教育委員会 文化財課

課 長  冨 成 哲 也



例 口

1.本書は、高槻市教育委員会が平成14年度国庫補助事業として計画、実施 した高槻市所在の

史跡・嶋上郡衡跡附寺跡周辺部及び市内遺跡の発掘調査事業 (総額30,000,000円 )の概要報

告書である。

2.事業は、高槻市教育委員会の直営事業として実施 し、大阪府教育委員会の助力を得て、平

成14年 4月 8日 着手、平成15年 3月 31日 に終了した。

3。 調査は、高槻市教育委員会文化財課埋蔵文化財調査センターがおこなった。本書の執筆・

図面作成・製図は、橋本久和、鐘ケ江一朗、宮崎康雄、高橋公一、木曽 広、西村恵祥がお

こない、分担は文末に記 した。遺構・遺物の写真撮影は清水良真が担当した。遺物整理につ

いては以下の各氏から援助をうけた。厚 く感謝する。

荒井純子・池田理美・井上明子・白銀良子・高橋美喜子・栂靖代・西岡和江・松下智子

(順不口・敬称略)

4.調査の実施にあたり、以下に掲げる土地所有者の方々をはじめ、関係機関各位のご協力を

いただいた。ここに記 して感謝いたします。

小林清、金海一成、大塚久美子、古賀敬造、桃木康行、山柾豊明、得津一夫、田辺謙一郎、山下泰輔

安達勝久、古川利夫、橘宏、西野康代、北舎員澄、大宅光彦、宮路和俊、山下吉信、愛甲哲也、森嘉和

米澤操、米澤郁子、吉田みどり、門忠男、葛葉哲也、太田美智子、伊藤啓二郎、伊藤初子、片山正治

(順不同・敬称略)
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遺 跡 名 (地区)

清福寺町759-1の

清福寺町759-1の 一部

郡家本町729

郡家新町395-27

嶋 上 郡 衝 跡 (5-D)
ク    (5N一 P)

ク   (13-A)
ク  (43-C)

鴨 神 社 跡 (201121)

郡家新町169-1の一部

郡家新町169-1の一部

郡家新町169-1の一部

郡家今城遺跡 (2002-1)

ク   (2002-2)

田町三丁目87-4
北昭和台町460-6の 一部中 城 遺 跡 (20021)

田能 北 遺 跡 (20021)

天神町二丁目2-6
天神町二丁目10-36

天神町二丁目10-32

天神町二丁目932-93

天神町一丁目1117

天 神 山 遺 跡 (20021)
ク    (2002-2)
ク   (20112-3)
ク   (2002-4)
ク  (2002-5)

満 遺 跡 (2002-1

城内町1015-25

城内町1015-8

八幡町1052-13

大手町■33-3の一部

内町1015-1の一部

高 槻 城 跡 (20021)
ク   (20112-2)
ク   (2002-3)
夕    (2002-4)
ク   (2002-5)
ク   (2002-6)

平成14年度 市内遺跡調査一覧





I.嶋上郡衛跡

嶋上郡衛跡 (5-D地区)の調査

調査地は高槻市清福寺町759-1番地にあた

り、小字は「東垣内」である。現状は宅地であ

る。このたび、個人住宅建設工事が計画された

ため、事前に発掘調査を実施した。当該地は遺

跡北辺部にあたり、式内阿久刀榊社の西100m

に位置している。周辺の調査では弥生時代から

古墳時代の竪穴住居跡などの遺構が検出されて

ヤヽる。

調査区を届出地中央部に設定し、重機で盛

土・耕作上を除去した後に、人力による掘削及

び精査をおこなった。基本層序は灰褐色砂質土

(盛土 :0。 4m)、 暗灰色粘質土 (耕作土 :0。 16

図 1 嶋上郡衝跡 (5-D地区)調査位置図

m)、 灰褐色砂質土(床土 :0.lm)、 灰黄褐色砂質土(地山 :0,06m)、 灰褐色礫砂〔地山〕である。

遺構・遺物は検出されなかつた。                        (西 村)

灰褐色砂質上 (盛土)

暗灰色粘質土 (耕作土)

灰黄褐色砂質土 [地山]

嶋上郡衛跡 (5-D)土層模式図
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2.嶋上郡衛跡 (5N一P地区)の調査

調査地は高槻市清福寺町759-1番地にあた

り、小字は「東垣内」である。現状は宅地であ

る。このたび、個人住宅建設工事力澪十画された

ため、事前に発掘調査を実施した。当該地は市

域を貫く芥川の西岸に位置し、周辺の調査では

弥生時代末から古墳時代の竪穴住居跡などの遺

構が検出されている。

調査区を届出地中央部に設定し、重機で盛

土・耕作土を除去した後に、人力による掘削及

び精査をおこなった。基本層序は灰褐色砂質土

(盛土 :0.52m)、 暗灰色粘質土 (耕作土 :0.18

m)、 灰褐色砂質土(床土 :0。 15m)、 灰黄褐色砂

質土(地山 :0.06m)、 灰褐色礫砂〔地山〕である。

図3 嶋上郡衛跡 (5N― P地区)

遺構・遺物は検出されなかった。

1 :5000

調査位置図

(西村 )
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灰褐色礫砂 [地山]
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3.嶋上郡衛跡 (13-A地区)の調査

調査地は高槻市郡家本町729番地にあたり、

小字は「西垣内」である。現状は水田である。こ

のたび、駐車場造成工事が計画されたため、工

事立会を行った。

当該地は遺跡の北縁部にあたり、遺構 。遺物

の希薄な地区であることが知られている。層序

は耕作土 (0.2m)、 床土・整地上 (0.lm)、青灰色

砂礫〔地山〕である。地山面の標高は20,lmで あ

る。遺構・遺物は検出されなかった。(鐘 ヶ江)

「le上郡衝跡 (13-A地 区)調査位置図
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4.嶋上郡衛跡 (43-C地区)の調査

調査地は高槻市郡家新町395-27番地にあた

り、小字は「仮又」である。現状は宅地である。

このたび、個人住宅建設計画が計画されたた

め、事前に調査を行った。

当該地は遺跡の西側にあたり、周辺の調査で

は弥生時代末から古墳時代にかけての遺構・遺

物が検出されている。層序は盛土(1.Om)、 耕作

土(0。2m)、 灰白色粘土(0.lm)、 黄灰色粘土〔地

山〕である。遺構・遺物は検出されなかった。

(木曽)

V

図 7 嶋上郡衝跡 (43-C地区)
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図 8 嶋上郡衝跡 (43-C)土層模式図

灰自色粘上
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5.嶋上郡衛跡 (43-O地区)の調査

調査地は高槻市郡家新町395-31番地にあた

り、小字は「仮又」である。現状は宅地である。

このたび、個人住宅建設工事が計画されたた

め、事前に発掘調査を実施した。当該地は遺跡

の西側にあたり、周辺の調査では弥生時代末か

ら古墳時代にかけての上墳墓・古墳などの遺構

が検出されており、一帯は長期にわたつて墓域

とされてきたことが判明している。

調査区を届出地南東部に設定し、重機で盛

土・耕作上を除去した後に、人力による掘削及

び精査をおこなった。基本層序は明褐色砂質土

(盛土 :1,Om)、 暗褐色粘質土 (耕作土 :0。 3

1 :5000

図 9 嶋上郡衝跡 (43-O地区)調査位置図

(西村 )m)、 黄灰色粘土〔地山〕である。遺構・遺物は検出されなかった。

V V V V

盛  上

暗褐色粘質土 (耕作土)

1

嶋上郡衛跡 (43-0)土層模式図

185m

図10
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Ⅱ.鴨神社跡

6.鴨神社跡 (2002-1地 区)の調査

調査地は高槻市郡赤大路町4-8香地にあた

り、小字は「東鴨林」である。現状は宅地であ

る。このたび、個人住宅建設計画にともない、

工事立会を実施した。

厚さ0.8mの盛土を除去すると、安定した暗黄

褐色土が広がり地山と考えられる。遺構 。遺物

は検出されなかった。        (木 曽)

/ヽ/ヽVV

盛  土
24,Om

1 :5000

図11 鴨神社跡 (2002-1)調査位置図

暗黄褐色土 [地山]

1 :25

図12 鴨神社跡 (2002-1)土層模式図

-6-



7.鴨神社跡 (2002-2地区)の調査

調査地は高槻市郡赤大路町4-5番地にあた

り、小字は「東鴨林」である。現状は宅地であ

る。このたび、個人住宅建設にともない、工事

立会を実施した。

層序は盛土(0。75m)、 暗黄褐色土〔地山〕であ

る。遺構 。遺物は検出されなかつた。 (木曽)

VV
′

／

ヽ

、

′

′

ヽ

、

盛  土

1 :25

図14 鴨神社跡 (2002-2)土層模式図
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Ⅲ.郡家今城遺跡

8.郡家今城遺跡 (2002-1地区)の調査

調査地は高槻市郡家新町169-1番地の一部に

あたり、小字は「藤ケ本」である。現状は宅地で

ある。このたび、個人住宅建設にともない、工

事立会を実施した。

調査地は集落の北縁にあたり、付近では山陽

道跡や土壊墓群が調査されている。層序は盛土

(0。 5m)、 耕作土(03m)、 床土(0.05m)、 青灰色

粘土〔地山〕である。遺構・遺物は検出されな

かった。 (木曽)

V    V    V V_______

18.Om

1 :5000

図15 郡家今城遺跡 (2002-1)調査位置図

1 :25

図16 郡家今城遺跡 (2002-1)土層模式図
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9.郡家今城遺跡 (2002-2地 区)の調査

調査地は高槻市郡家新町169-1番地の一部に

あたり、小字は「藤ケ本」である。現状は宅地で

ある。このたび、個人住宅建設にともない、工

事立会を実施した。

層序は盛土 (0。 6m)、 耕作土 (0。 3m)、 床土

(0.05m)、 青灰色粘土〔地山〕である。遺構・遺

物は検出されなかつた。 (木曽)

V   V V V

1 :25

図18 郡家今城遺跡 (2002-2)土層模式図
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10,郡家今城遺跡 (2002-3地区)の調査

調査地は高槻市郡家新町169-1番地の一部に

あたり、小字は「藤ケ本」である。現状は宅地で

ある。このたび、個人住宅建設にともない、工

事立会を実施した。

層序は盛土 (0.6m)、 耕作土 (0。 3m)、 床土

(0.05m)、 青灰色粘土〔地山〕である。遺構・遺

物は検出されなかった。

曽)

(本

′

′VVV

1 :25

図20 郡家今城遺跡 (2002-3)土層模式図

図19 郡家今城遺跡 (2002-3)調査位置図

青灰色粘土 [地山]

-10-



Ⅳ.宮田遺跡

11.宮田遺跡 (2002-1地区)の調査

調査地は高槻市宮田町三丁目87-4番地にあ

たり、小字は「鎌木」である。現状は宅地であ

る。このたび、個人住宅建設工事が計画された

ため、事前に発掘調査を実施した。当該地は遺

跡の西側にあたり、周辺の調査では中世の建

物・溝・柵列・井戸などの他、縄文時代晩期の

上器や弥生時代の土墳墓が検出されている。

調査は、届出地南東部に調査区を設定し、重

機で盛土・耕作土を除芸した後に、人力による

掘削及び精査をおこなつた。基本層序は赤褐色

砂質土 (盛土 :0.2m)、 赤灰褐色砂質シルト(盛

土 :0.lm)、 青灰色砂質シルト(耕作土 :0。 2

m)、 灰褐色シルト(遺物包含層 :0.lrn)、 赤灰褐色シルト(地山 :0,lm)、 灰褐色砂質シルト〔地

山〕である。灰褐色シルト層から土師器・須恵器・瓦器の小片が出土したが、遺構は検出されな

かった。 (西村)

V V V V
赤褐色砂質土 (盛上)

赤灰褐色砂質ンル ト (盛土)

青灰色砂質シル ト (耕作土)

灰褐色シル ト (遺物包含層) 19.5m

(2002-1)調査位置図

1 :25

図22 宮田遺跡 (2002-1)土層模式図
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V.中城遺跡

12.中城遺跡 (2002-1地区)の調査

調査地は高槻市北昭和台町460-6番地の一部

にあたり、小字は「安房」である。現状は宅地で

ある。このたび、個人住宅建設にともない、工

事立会を実施した。

層序は盛土 (1.3m)、 黄灰色砂質土 (0。2m)、

淡黄灰色土〔地山〕である。遺構。遺物は検出さ

れなかった。 (木曽)

V V    V V

盛  土 15.5m

1 :25

図24 中城遺跡 (2002-1)土層模式図

―

‐́    1:5000

図23 中城追跡 (2002-1)調査位置図

黄灰色砂質土
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13.中城遺跡 (2002-2地区)の調査

調査地は高槻市北昭和台町460-6番地の一部

にあたり、小字は「安房」である。現状は宅地で

ある。このたび、個人住宅建設にともない、工

事立会を実施した。

層序は盛土 (1.4m)、 耕作土 (0.2m)、 床土

(0.05m)、 黄灰色砂質土 (0。 2m)、 淡黄灰色土

〔地山〕である。遺構・遺物は検出されなかつ

た。 (木曽)

V    V   V

盛  土
m

1 :25

図26 中城遺跡 (2002-2)土層模式図

どyt

走

図25 中城遺跡 (2002-2)

黄灰色砂質土

淡黄灰色土 [地山]
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Ⅵ.田能北遺跡

14.田能北遺跡 (2002-1地区)の調査

調査地は高槻市大字田能小字上条1番地にあ

たり、小字は「宮ノ西」である。現状は宅地であ

る。このたび、個人住宅建築にともなって工事

立会を実施した。

層序は盛土(1.Om)、 黄灰色砂質土(0.lm)、

暗黄褐色粘土(0.lm)、 暗黄灰色砂質土〔地山〕で

ある。遺構 。遺物は検出されなかった。(木曽)

V V VV

盛  上

1

図28 田能北遺跡 (2002-1)土層模式図

350.5m

1 :5000

図27 田能北遺跡 (2002-1)調査位置図
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Ⅶ.天神山遺跡

15.天神山遣跡 (2002-1地区)の調査

調査地は高槻市天神町二丁目2-6番地にあた

り、小字は「東山」である。現状は宅地である。

このたび、個人住宅建設工事にともない、工事

立会を実施した。

当該地は高槻市街を望む丘陵上に位置し、は

やくから宅地開発が行われている地域である。

層序は盛土 (0.5m)、 暗黄褐色粘土 (0。7m)、 黄

灰色砂質土〔地山〕である。遺構。遺物は検出さ

れなかつた。 (木曽)

V V V V

盛  土

晴黄褐色粘上

1 125

図30 天神山遺跡 (2002-1)土層模式図

図29 天神山追跡 (2002-1)調査位置図

49,Om
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16.天神山遺跡 (2002-2地区)の調査

調査地は高槻市天神町二丁目10-36番地にあ

たり、小字は「天神山」である。現状は宅地であ

る。このたび、個人住宅建設工事にともない、

工事立会を実施した。

層序は盛土(0.54m)、 黄褐色粘質土〔地山〕で

ある。遺構・遺物は検出されなかった。(高橋)

V

図31 天神山追跡 (2002-2)

V V    V

盛  土
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17.天神山遺跡 (2002-3地区)の調査

調査地は高槻市天神町二丁目10-32番地にあ

たり、小字は「天神山」である。現状は宅地であ

る。このたび、個人住宅建設工事にともない、

工事立会を実施した。

層序は盛土・整地土 (0.2m)、 黄褐色土 (0,2

m)、 暗灰褐色砂礫である。調査地は谷地形で

あることから、盛土以下は堆積上によつて形成

された地山であると解される。遺構 。遺物は検

出されなかつた。 (高橋)

図33 天神山遺跡 (2002-3)

1 :5000

調査位置図

?    1科
1 :25

図34 天神山遣跡 (2002-3)土層模式図

劣夢夢ヂ誹 ,切
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18,天神山遺跡 (2002-4地区)の調査

調査地は高槻市天神町二丁目932-93番地に

あたり、小字は「天神山」である。現状は宅地で

ある。このたび、個人住宅建設工事にともな

い、工事立会を実施した。

層序は盛土・整地上 (0。35m)、 黄灰色粘質土

〔地山〕である。遺構・遺物は検出されなかっ

た。 (高橋)

図35 天神山遺跡

VVVV

盛土・整地上

1

天神山遺跡 (2002-4)土層模式図

35.5m

図36

黄灰色粘質土 [地山]
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19,天神山遺跡 (2002-5地 区)の調査

調査地は高槻市天神町 1丁目ll17番地にあた

り、小字は「天神山」である。現状は上宮天満宮

境内にあたる。このたび、社殿建築工事にとも

ない、工事立会を行った。

社殿建築にともなう掘削は基壇内で収まるた

めに遺構・遺物等は検出されなかつた。(高橋)

図37 天神山遣跡 (2002-5)
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Ⅷ。安満遺跡

20.安満遺跡 (2002-1地区)の調査

調査地は高垣町281-1に あたり、小字名は

「対馬」と称する。共同住宅建設が計画されたた

め、工事に先立って発掘調査を実施した。

安満遺跡は檜尾川の扇状地上に広がる集落跡

で、特に弥生時代の集落は三島地域を代表する

拠点集落として位置付けられ、また古墳時代以

降、古代 。中世においても集落を形成していた

ことが判明しており、市域東部の代表的な集落

遺跡として著名である。

当該地は遺跡の東半に位置する。南隣の区域

の調査では、奈良時代から平安時代の遺構を中

心に、一部で弥生時代の住居跡、さらに中世の

井戸などを検出している(橋本久和 。中村剛彰

「安満遺跡の調査」『平成 4年度 高槻市文化財

年報』)。 また、東方約50mの調査では、奈良時

代から12世紀代の柱穴・溝等が検出されてお

り、まとまって出上した土師器46個体・須恵器

15個体は、本市における8世紀後半から末頃に

おける土器編年の貴重な資料となつている(宮

崎康雄「安満遺跡98-△地区出上の上器」『平成10

年度 高槻市文化財年報』)。 今回の調査でも、

こうした遺構 。遺物の検出が期待された。

調査は3棟の建物建設予定位置に、それぞれ

調査区を設定しておこなった(図39参照)。 既往

の調査結果から盛上が分厚 く、現地表から遺構面まで深 くなることが予想されたため、掘削に

は重機を使用 した。そののち人力による精査をおこない、遺構の検出に努め、一部を断ち割つ

て土層の観察をおこなった。

1 :600

図39 安満遺跡 (2002-1)調査区配置図

1トレンチ

2トレンチ

3ト レンチ
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1ト レンチ

1ト レンチは届出地の北東部に設定した、東西7。9m、 南北3.7mの調査区である。層序は、盛

土 (0。 6m)、 耕作土・床土 (0。 18m)、 礫混じり暗褐色粘質土 (遺物包含層 :0。3～ 0.5m)、 灰褐色砂

礫 (0。 lm)、 暗褐灰色粗砂 (0。lm)、 礫混じり黒灰色粘質土(遺物包含層 :0,3～ 0。6m)と なる。この

礫混じり黒灰色粘質土の下層の淡褐青色砂質土上面で小穴を検出した。遺構面は地表下約

1.8m、 標高10。3mを測り、ほぼ平坦だが西端部ではやや西側に下がつている。

小穴はいずれも直径10～ 25cm、 深さ10cm以下で、遺物は出土せず、明確な規則性は認めら

れない。小穴 1は調査区北東部で検出した。直径10cmの 円形で、深さは6cmである。小穴 2

は小穴 1の西側で検出した。直径25cmの円形を呈し、深さは7cmである。小穴 3は中央部西

寄りで検出したもので、直径は15cm、 深さは5cmを測る。小穴4は、小穴3の西側に位置し、

直径20～ 25の楕円形を呈し、深さは9cmである。

礫混じり暗褐色粘質土 (遺物包含層)

土・床土

灰褐色砂礫
H Om

暗褐灰色粗砂

明褐色細砂

図40 安満遺跡 (2002-1)1ト レンチ平面図・土層図

O °/J咬 3

礫混じり黒灰色粘質土 (遺物包含層)

暗青灰色砂礫 [地山]
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遺構面を形成する淡褐青色砂質土は薄い層で、調査区東部では次第に消滅し、その他の部分

でも下層の暗灰色砂礫がみられたので、一部を断ち割って土層を確認した。遺構面以下の上層

は、淡褐青色砂質土(0.3m以下)、 暗灰色砂礫 (0.2～ 0。4m)、 明褐色細砂 (0,05m)、 以下、暗青灰

色粘上の地山となる。地山面の標高は9。6mで、ほぼ平坦面を呈する。

2ト レンチ

2ト レンチは届出地の北西部に設定した、東西4～4.5m、 南北8.Omの調査区である。層序は、

盛土 (0,7m)、 耕作土・床土 (0.28m)、 暗灰褐色粘質土(遺物包含層 :0,4m)、 暗黄褐色粘質土(遺

物包含層 :0。28～0.45m)、 礫混じり黒灰色粘質土 (遺物包含層 :0.4m)、 以下、淡褐青色砂質土

となる。淡褐青色砂質土上面は標高9.95mに あたり、 1ト レンチの遺構面に対応するとみられ

図41 安満遺跡 (2002-1)2トレンチ平面図・土層図

暗灰褐色粘質土 (遺物包含層)

暗黄褐色粘質土 (遺物包含層)

礫混じり黒灰色粘質土
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る。ほぼ平坦面だが、北端部で約0。15m落ち込み、溝状を呈する。埋土は暗灰色砂礫である。

3ト レンチ

3ト レンチは届出地の南部に設定した、東西7.8m、 南北2,7mの調査区である。層序は、盛土

(0.6m)、 耕作土 。床土 (0。3m)、 灰掲色砂礫 (0。 15～ 038m)、 淡褐灰色粘質土 (遺物包含層 :0,15m

以下)、 黒褐色粘質土(遺物包含層 :0。 2～ 0。6m)と なる。黒褐色粘質土の下層である暗青灰色微

砂 。暗褐色粘質土の上面で小穴が検出されたところから、この面が遺構面と判明した。遺構面

はやや起伏が認められ、最も高い位置の標高は10,38mを測る。

検出した小穴は調査区の東半部に集中する。いずれも遺物等は出上していない。

小穴 5は東端付近で検出した。直径15cmの円形で、深さ16cmを 測る。小穴 6は小穴 5の南

側で検出した。直径0。3～0.4mの 楕円形を呈し、深さは10cmで ある。小穴 7は中央部東寄りで

検出した。直径0。3～0.45mの不定円形で、西南側がやや張り出している。深さは16cmで ある。

月ヽ穴 8はガヽ穴 3の西側で検出した。直径0。35mの 円形を呈し、深さは40cmで ある。河ヽ穴 9は河ヽ

ガ
ねば

7核

11.Om

淡褐灰色粘質土

(遺物包含層 )

一

     /

暗灰色粘質土 /
黒灰色粘土 (遺物包含層)

1 :60

(2002-1)3トレンチ平面図・土層図
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穴8と重複して検出した。直径15cmの不定円形で、深さ5cmを 測り、小穴 8に切られている。

小穴等の遺構が認められなかった西半部については、断ち割りをおこなって土層の観察に努

めた。遺構面は、西半が暗青灰色微砂、東半が暗褐色粘質上で形成され、西端部では暗褐灰色

粘質土(0.2m以下)と黒褐色砂礫 (0.2m以下)に細分できることが判明した。さらにその下層には

弥生土器の細片を含む黒灰色粘土 (0。 2～ 0.3m)が認められ、淡青灰色粘土の地山となる。地山面

の標高は9.73mで ある。

まとめ

今回の調査では小穴等の遺構が検出されたが、明確な規則性が認められず、遺構から出土す

る土器が皆無であることから時期も明らかでない。しかし、周辺の既往の調査では、奈良時代

以降の遺構が普遍的に検出され、遺構としてのまとまりを欠く点で共通性があり、これらの小

穴もそれらと一連のものと判断できる。おそらく、周辺一帯には一定の粗密をもってこうした

遺構が展開しているものと推測される。 (高橋)
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Ⅸ.高槻城跡

21.高槻城跡 (2002-1地 区)の調査

調査地は高槻市出九町4-40番地にあたり、

小字名は「出丸」である。現状は宅地である。こ

のたび、個人住宅建設工事に伴い、工事立会を

実施した。

層序は盛土 (0.5m)、 黄褐色土 (0。2m)、 青灰

色砂質土(0.3騨 )、 暗責灰色粘土〔地山〕である。

遺構・遺物は出土しなかった。    (木 曽)

図43 高槻城跡 (2002-1)
―

1 :5000

調査位置図

7.5m

青灰色砂質土

図44 高槻城跡

1 :25

(2002-1)土層模式図
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22.高槻城跡 (2002-2地区)の調査

調査地は高槻市城内町1015-25番地にあた

り、小字は「三之九」である。現状は宅地であ

る。このたび、個人住宅建設工事に伴い、工事

立会を実施した。

層序は盛土・整地土 (1.3m)、 黒青灰色粘土

(旧耕作土 :0.2m)、 黒灰色粘土 (外堀堆積土)で

ある。近世高槻城の外堀堆積土を確認したが、

遺物は出土しなかった。 (高橋)

――――V V VV

7.Om

盛  土

黒青灰色粘土 (旧耕作土)

黒灰色粘上 (外堀堆積土)

図46 高槻城跡

1

(2002-2)土層模式図

1 :5000

図45 高槻城跡 (2002-2)調査位置図
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23.高槻城跡 (2002-3地区)の調査

調査地は高槻市城内町1015-8番地にあた

り、小字は「三之丸」である。現状は宅地であ

る。このたび、個人住宅建設工事に伴い、工事

立会を実施した。

層序は盛土・整地上 (0。 9m)、 黒青灰色粘土

(旧耕作土 :0。2m)、 黒灰色粘土(0.9m以上 :外

堀堆積土)である。近世高槻城の外堀堆積上を

確認したが、遺物は出上しなかつた。 (高橋)

V   V   V _ V    __

盛土・整理土

6.5m
黒青灰色粘土 (旧耕作土)

黒灰色粘土 (外堀堆積土)

図48

♀     lP
l :25

高槻城跡 (2002-3)土層模式図

1 :5000

図47 高槻城跡 (2002-3)調査位置図
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24.高槻城跡 (2002-4地区)の調査

調査地は高槻市人幡町1052-13番地にあた

り、小字は「裏三之丸」である。現状は宅地であ

る。このたび、個人住宅建設工事に伴い、工事

立会を実施した。

層序は盛土・整地土 (0。3m)、 淡青灰色粘土

(旧耕作土 :0.3m)、 褐色砂礫 (外堀埋土 :0。3

m)、 暗青灰色粘土(1,Om以 上 :外堀堆積土)で

ある。近世高槻城の外堀堆積土を確認したが、

遺物は検出されなかった。 (高橋)

VVVV

盛土・整理上

7.Om

淡青灰色粘土 (旧耕作土)

褐色砂礫 (外堀埋土)

暗青灰色粘土 (外堀堆積上)

1 :5000

図49 高槻城跡 (2002-4)調査位置図

l i25

高槻城跡 (2002-4)土層模式図
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25.高槻城跡 (2002-5地区)の調査

調査地は高槻市大手町1133-3番地の一部

調査地は高槻市大手町1133-3番地にあたり、

小字は「椋樹」である。現状は宅地である。この

たび、個人住宅建設工事に伴い、工事立会を実

施した。

層序は盛上 。整地土 (0.7m)、 黒褐色粘土 (0。3

m)、 黄褐色粘土[地山]で ある。近世高槻城の

地山面を確認したが、遺物は出上しなかつた。

(木 曽)

＼/V V V

盛土・整理土

8.5m

1 :5000

図51 高槻城跡 (2002-5)調査位置図
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26.高槻城跡 (2002-6地 区)の調査

調査地は高槻市城内町1015-1番 地の一部に

あたり、小字は「三之丸」である。現状は宅地で

ある。このたび、個人住宅建設工事に伴い、工

事立会を実施した。

層序は盛土 (0.7m)、 暗青灰色粘土 (1日 耕作

土 :0。2m)、 床土 (0,15m)、 黒灰色粘土 (外堀堆

積土)で ある。近世高槻城の外堀堆積上を確認

したが、遺物は出上しなかった。   (木曽)

V
′

′

ヽ

、VV

盛  土

65m

暗青灰粘土 (旧耕作土)

床  土

黒灰色粘土 (外堀堆積上)

図54 高槻城跡

1
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X.闘鶏山古墳確認調査 (第 1次 )

闘鶏山古墳は高槻市西部の奈佐原丘陵先端に立地する。小学「闘鶏山」に位置し、古くからそ

の存在は知られていたものの、古墳としての実態は明らかではなかった。しかし平成14年 1

月、古墳を含むこの一帯の開発計画を契機に試掘調査を実施したところ、南向きの前方後円墳

であること、後円部には古墳主軸に平行する2基の竪穴式石室が存在していることが確認され

た。そして石室天丼のわずかの隙間を利用しておこなつたファイバースコープ調査では、石室

内部には銅鏡などの副葬品が残つており、石室そのものは盗掘を受けておらず、そのままの形

で残っていることが判明した。そこで、文化庁及び大阪府教育委員会と協議をおこない、古墳

の規模・形状を探るための確認調査を平成14年度国庫補助事業として実施した。その結果、聞

鶏山古墳は全長は86,4m、 後円部頂部の標高は84.4m、 前方部は79.5mで あることが判明した。

埋葬施設

2基の竪穴式石室を後円部で東西にほぼ並んで検出した。両石室とも全体の規模は明らかで

ないが、東側の石室は後円部の中央に位置し、墓壌の切り合いの観察により先行して築造され

たことが確実で、古墳の中心的な埋葬施設とみられることから第 1主体、西側の石室を第 2主

体とそれぞれ呼称する。

第 1主体は墳頂から約2mの深さで検出した。石室上面は厚さ約10cmの粘土で密封されてお

り、その下はやや大きめの板石 (緑泥片岩)を不規則に積んで天丼としている。壁面は板石の小

口積みで持ち送りが強く、内側に傾いた構造である。底部は割竹形木棺を据えていた断面U宇

形の構床が良く残り、この権床の上面には、北側から三角縁神獣鏡 2面、方格規矩鏡 1面、石

製腕飾り(鍬形石)、 さらに奥には朱が付着した頭蓋骨や鉄刀が確認できた。

第 2主体はやや後円部西寄りに位置し、約 lmの深さで検出した。上面は厚さ約10cmの粘土

で密封され、長さ80cm、 幅20cm程度の板石をならべて天丼とし、隙間を小さな板石で覆って

いる。壁面は板石の小口積みであるが、第 1主体と異なり直立する。底部の断面U字形の格床

の上面には、割竹形木棺そのものが遺存しており、側板の一部は埋葬当初のまま直立し、小口

板は内側に転倒しているものの、保存状況は良好とみられる。

墳丘の形状・年代

墳丘部の各調査区(後円部に4カ 所、前方部に3カ 所)で は、墳丘斜面とテラス、そして外表

施設として葺石を検出し、前方部は2段築成と判明した。一方後円部は、北側と東側は3段で

あるのに対し、墳丘北西側では2段 となっている。これは、北西方向から延びてきた尾根筋を

直交方向に掘り下げて墳丘北西側の裾部が形成されており、この掘り下げ深度が浅く、北側や

東側の第 1段裾部よりも高いために、最下段が造られなかつたと解釈できる。

また、後円部第2段の上部には、第2主体構築後に施された盛土によつて形成された壇状の
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最上部が存在することも判明した。

埴輪は全く出土せず、樹立していなかったとみられる。一方、墳丘の流出土からは布留式期

前半の様相を示す土師器二重口縁壷形土器が出上した。

ところで、古墳の南側に土壇状の高まりが存在しており、古墳に付属する施設の可能性もあ

ることから、この部分にも調査区を設定した。その結果、南北長は13.8mを測り、平坦部の中央

で土坑状の遺構を検出し、埋葬施設とも考えられるものの、現時点では詳細は不明である。

以上のように、闘鶏山古墳の規模と形状の概略が明らかとなり、さらに、埴輪を用いないこ

と、出土した古式土師器、そして第 1主体で確認した三角縁神獣鏡の年代観などにより、4世

紀前半頃の築造と推定される。

まとめ

闘鶏山古墳は淀川北岸地域に展開する三島古墳群のほぼ中央に位置しており、東側の谷を挟

んだ丘陵先端から奥側へ、岡本山古墳 (全長120m)、 弁天山古墳 (同 100m)、 弁天山Cl号墳 (同

73m)が立地している。これらは古墳時代前期に相前後して築造された三島地域の首長墓と考え

られており、聞鶏山古墳とこれら首長墓との関係が注目される。現時点での年代観では、岡本

山古墳が3世紀後半、弁天山古墳が3世紀末から4世紀初頭、弁天山Cl号墳が4世紀後半と

なっており、闘鶏山古墳は弁天山古墳の次に造られた首長墓と位置付けることができる。

高槻市では闘鶏山古墳を恒久的に保存するため、平成14年 7月 に国へ史跡指定の申請をおこ

ない、同年12月 19日付で、国史跡に指定された。 (高橋)
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�.岡本山古墳測量調査

淀川北岸地域において最大の規模を誇る三島古墳群のうち、南平台3丁目に所在する岡本山

古墳は、3世紀後半に築造された三島地域の王墓と考えられ、郷土歴史遺産として特に重要で

ある。前方部前端部分は名神高速道路建設時に削平されたものの、古墳の大半は周辺の市街化

がすすむなかで山林として旧状を良好にとどめており、形状並びに遺存状況を明らかにするた

め、平成14年度国庫補助事業として測量調査を実施した。

調査は委託事業として実施した。まず現地作業として古墳本体と周辺部において、倒木の処

理および必要最小限の伐採作業をおこない、次いでトータルステーシヨンと電子レベルを使用

し、縮尺1/100、 等高線間隔25clnで図化した。そして、この縮尺1/100図 を原図として編集し、

縮尺1/200地形図を作成した。

今回の測量調査によつて岡本山古墳の形状を詳細に把握することが可能となり、作成した地

形図は今後の作業の基本図面となるものである。以下に現時点での成果を列記する。

1.後円部の直径は約74m、 頂部の標高は92.416mを 測る。

2.宅地に近接する後円部北側は崖がせまり、これに伴って等高線の乱れが認められる。

3。 前方部中央付近の上面は標高86.3mの平坦面となり、前端方向に向かつてスロープ状に緩

やかに上る。

4.名神高速道路等による前方部前端部分の削平範囲及び造成工事による改変部分が明確に

なつた。 (高橋)
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�。今城塚古墳規模確認調査 (第 6次 )

今城塚古墳は、 6世紀前半に築造された二重の濠を有する淀川流域最大の前方後円墳であ

り、昭和33年 2月 に史跡指定を受けている。

平成 9年度から同古墳の保存整備に必要な古墳各部のデータを得るため、規模確認調査を実

施している。この調査は墳丘の遺存状況や内濠の幅・深さ等の形状把握と墳丘・内堤それぞれ

基礎部分、そして内外濠埋上の観察・状況把握をおもな目的としている。これまでに実施した

第 1次～第 5次調査により、古墳の規模や形状に関するデータを得るとともに、北側内堤にお

いて多量の形象埴輪をともなった埴輪祭祀区を検出した。

今年度の調査は、平成14年度国庫補助事業 (総額52,000,000円 )と して実施した今城塚古墳の第

6次規模確認調査であり、昨年度に検出した埴輪祭祀区の範囲確認及び造出と内濠の形状や遺

存状況を把握するため、内堤北側の張出し部から造出にかけて数力所の調査区を設定した。

調査の結果

<内堤>

内堤の調査区は、 5次調査区の東西に設けたもので、外濠側円筒埴輪列と埴輪祭祀区の形象

埴輪群及び溝 2条などを検出した。

円筒埴輪列は第 5次調査で見つかつた埴輪列の延長線上に並ぶ。大部分は底部のみ遺存し、

破損や散逸によつて原位置をとどめない個体も多数みられた。東側調査区では円筒埴輸の上半

部を打ち欠いた底部 2個体分の上にまたがった形で3基の円筒埴輪を立て並べていた箇所があ

り、祭祀区とのかかわりが考えられる。

形象埴輪には家形 3、 柵形10、 器財 (蓋形 2、 大刀形 4)、 人物 (巫女形 2)、 動物 (馬形 ?9・

水鳥形2)な ど30点以上あり、うち26点は基底部が遺存する。家形はいずれも東側調査区で検出

したもので、上屋根を千木で飾る円柱高床式の大形建物 1棟 と壁立式の小形建物が 2棟ある。

柵形は2ヶ 所にあり、形象埴輪群を区切るよう南北一列に並ぶ。西側調査区では馬など2列縦

隊の動物が東西に並び、その北側では水鳥形が並んでいたようである。

内堤は旧地表上に築いたもので、内堤の北辺から南方へ約1。3mの厚さに礫土を盛り、整形し

ていた。埴輪祭祀区を形成する張出は内堤の北斜面の形状を整えた後に盛上していた。土層断

面の観察では内堤斜面及び外濠に腐植土や堆積土などが認められないことから、張出の造成に

際しては地山を掘り込んだ外濠南辺部に粘質土を水平に積み上げたものと解される。表面は化

粧土として均質な砂質土を盛って仕上げていた。′

溝は2条あり、ともに後世の掘削である。溝 2は 5次調査区から続く幅0。4～ 0.8m、 深さ0。6

mの溝で内堤北縁を蛇行ぎみに延びる。

溝 3は東調査区検出の南北溝である。幅3m、 深さ0。2mで円筒埴輪列と形象埴輪群を掘りこ
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み、西側に盛られたリト土が土塁状となる。

<造出>

現況突出部分の盛土状況を確認するために断ち割ったところ、地表下4.2mで内濠底と造出基

底部を検出した。これによつて突出部は2次的に移動した盛上によつて形成されていたことが

判明した。本来の造出は現況突出部よりも墳丘側に位置しており、内濠部の現地表下2.9mで濠

底となる。濠底での基底部裾部は前方部裾と平行につくられ、裾幅は東西35mである。後円部

との境は幅約1.5～ 2mの溝状となり、濠底はくびれ部にむかって緩やかに上る。

遺物には円筒埴輪と須恵器、木製品などがある。埴輪はすべて円筒で、形象埴輪は皆無に等

しい。内濠に2次的に埋積した盛土内には底部径30cm前後で底部が極端に厚い円筒埴輪があ

り、東西に並んだ状態であつた。須恵器は小片となった杯 。奏・器台などがあり、大部分が造

出斜面から内濠底での出上である。木製品はいずれも内濠底から出土した。鋤などの掘削具 3

点をはじめ、抗やザル状木製品など12点以上を数える。               
｀

小 結

今回の調査では、埴輪祭祀のために築かれた張出に関して、規模並びに内堤本体と築造工程

や盛土構造に違いがみられることが判明した。祭祀区からは多数の形象埴輪が出上し、これら

の配列状況から柵形埴輪によって画された長さ7～ 10mの範囲のなかで配置されていた。これ

らの区画にはそれぞれ特徴的な形象埴輪が配され、区画毎に何らかの表現がなされていたと解

される。

また、張出と造出とでは埴輪や土器等の出土状況に違いがみられることは、大規模古墳での

祭祀を考える上で興味深い。                         (宮 崎)
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�。ま と め

今年度は嶋上郡衛跡で5件、その他周辺の8遺跡で21件、合計26件 の調査を実施した。

今年度の調査を振り返つてみると、調査基準に基づいた立会調査の増加傾向が昨年度に引き

続いてみられることが特徴としてあげられる。また、天神山遺跡や高槻城跡など早くに開発の

及んだ都心部の再開発に伴う調査が増加してきたことも本年の傾向としてあげられよう。

個別の遺跡について概観すると、古代の中心地域となる嶋上郡衛跡や郡家今城遺跡などでは

遺跡周縁部分の小規模な調査自体も減少しつつあり、郡衡や寺院、官人集落などに直接関わる

ような遺構 。遺物を検出するには至っていない。

天神山遺跡は戦後最初の発掘調査を行った遺跡として知られているが、逆に早い時期に開発

の手が及んだため、遺跡の内容について不明確な部分が多い。近年、一帯の再開発に関わつて

調査件数が延びつつあるものの、その調査地点は遺跡の中心部分までは及んでいないようであ

る。

安満遺跡では集落北東部の調査をおこなった。遺跡東部は古代から中世にかけての集落が展

開することが知られており、南半部を中心に建物等が検出されている。調査はこの一画にあた

ることが想定されていたものの、掘立柱建物などは検出できず、小穴が分布するのみであった

ことから、居住域の中心は本調査区より南に展開したといえよう。

高槻城跡はおもに城郭外縁部の小規模な調査がなされ、外堀の位置等を確認することができ

た。このほか、ニノ丸跡の調査では枡形門跡や橋脚などを検出しており、近世高槻城の縄張り

復元に関しても重要な位置を占めるものとなる。

三島古墳群では闘鶏山古墳と岡本山古墳の調査をおこなった。闘鶏山古墳については昨年12

月19日 に史跡指定され、恒久保存がはかられることとなった。調査の詳細は本文に譲るが、未

盗掘の前方後円墳としての価値は計り知れないものがある。岡本山古墳ははじめて詳細な測量

図を作成することができ、今後、古墳の保存にむけての基礎資料としていく考えである。

今城塚古墳では第 6次規模確認調査を実施し、埴輪祭祀区の全長を確認することができたほ

か、埴輪の配置などの全容を知る手掛かりを得た。その具体的な内容については今後整理作業

のなかで明らかとなっていくが、これらは畿内の大規模古墳における埴輪祭祀の状況をうかが

い知る貴重な資料となろう。 (宮崎)
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市町村 遺跡番号

34°  50′  52″ 135°  36′  06″ 20020927 立 会 個人住宅建設
27207 39

所収遺跡名 種 男U 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

嶋上郡衛 官 衛 奈良・平安



フリカ
‐
ナ

所収遺跡名

ンマカ
‐
ミク

｀
ンカ

ヤ
アト

嶋上郡衛跡 43-O地 区

フリカ
｀
ナ

所 在 地

オオサカフタカツキンタ
゛
ンケ

｀
シンマチ

大阪府高槻市郡家新町395-31
コ ー ド 封ヒ   糸車 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34°  50′  51″ 135° 36′
０
０

（
）

20020722

20020726
9.00コド 個人住宅建設

27207 39

所収遺跡名 種 男U 時 代 主 な 遺 構 1主 な 遺 物 特記事項
嶋上郡衛 官 衛 奈 良 平安

フリカ
゛
ナ

所収遺跡名

カモン
｀
ンシ

｀
ャアト

鴨神社跡 (2002-1)
フリカ

゛
ナ

所 在 地

オオサカフタカッキシ

大阪府高槻市赤大路町4 8

コ ー ト 耳ヒ   漁革 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34°  50′  07″ 135°  35′  17〃

ZUυZU rUl

2002070C

9.00コド 個人住宅建設
27207 125

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 1主 な 遺 物 特記事項

鴨神社跡 集 落 奈良・平安

フ リ サ

所収遺跡名

カモン シン
｀
ヤアト

鴨神社跡(2002-2)

ナ

所 在 地

オオサ タカツキン

大阪府高槻市赤大路町 4 8

コ ー ド 】ヒ   蕉革 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34°  50′  07〃 135° 35′ 17〃 20021129 立  会 個人住宅建設
27207 125

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 1主 な 遺 物 特記事項

甲eイ申4■ Lホ 集 落 奈良 平安

リ ナ

所収遺跡名

ク
ド
ンケ

｀
イマシロ

郡家今城 (2002-1)

フリカ
｀
ナ

所 在 地

オオサカフタカツキンク
Sン

ケ
゛
シンマチ

大阪府高槻市郡家郡家新町169-1の 一部

コ ー  ド 耳ヒ   糸皐 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34° 50′ 43″ 135° 36′ 18″

ZUUZlZl r

2002121E

9.00Bド 個人住宅建設
27207 つ

々
ガ
仕

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 1主 な 遺 物 特記事項

郡家今城 集 落 奈良 平安

フ リ ナ

所収遺跡名

夕
｀
ンケ

｀
イマンロ

郡家今城 (2002-2)
フリカ

ヾ
ナ

所 在 地

オオサカアタカツキシク
゛
ンケ

ヾ
シンマチ

大阪府高槻市郡家郡家新町169-1の 一部

コ ー  ド 】ヒ   准革 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34°  50′  43〃 135°  36′  18〃

どUUZlZttυ

2002122C

9.00n♂ 個人住宅建設
27207 42

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

郡家今城 集 落 奈良 平安



フリカ
゛
ナ

所収遺跡名

ク
｀
ンケ

｀
イマンロ

郡家今城 (2002-3)

フリカ
゛
ナ

所 在 地

オオサカアタカツキシク
゛
ンケ

｀
シンマチ

大阪府高槻市郡家郡家新町169-1の 一部

コ ー  ド 「Iヒ    漁串 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34°  50′  43〃 135°  36′  18″

ZUυZlZZ4

20021226
9,00oド 個人住宅建設

27207 42

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 1主 な 遺 物 特記事項

郡家今城 集 落 奈良・平安

フリカ ナ

所収遺跡名

ミTテ

宮田(2002-1)

フリカ
ヾ
ナ

所 在 地

オオサカフタオツキシ ミヤタチョウ

大阪府高槻市宮田町三丁目87-4
コ ー  ド 司ヒ   4専 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34°  50′  28″ 135°  35′  39″ 20021217 立 会 個人住宅建設
27207 19

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項
宮  田 集  落 中  世

フリが ナ

所1え遺跡名

チュウシ
゛
ョウ

中城 (2002-1)
ワ リカ

｀
ナ

在 地所

オオサ方フタカツキシキタショウワタ
｀
イチョウ

大阪府高机市北昭和台町460-6の一部

コ ー ド ゴヒ   漁革 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34°  49′  37〃 135°  35ア  23″

80021126

20021128
9.00コド 個人住宅建設

27207 47

所収遺跡名 種 】U 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

中 城 集 落 弥生 。中世

フリカ
Ⅲ
ナ

所収遺跡名

チュウシ

中城 (2002-2)

フリカ
｀
ナ

所 在 地

オオサカフタカツキシキタショウワタ
ヾ
イチョウ

大阪府高槻市北昭和台町460-6の一部

コ ー  ド 】ヒ   糸専 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市Hr村 遺跡番号

34°  49′  37〃 135°  35′  23〃

ZUごと上上Z0

20021128
9.00aF 個人住宅建設

27207 47

所収遺跡名 種 男U 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

中 城 集 落 弥生・中世

フリが ナ

所収遺跡名

タノウキタ

田能北 (2002-1)
フリカ

｀
ナ

所 在 地

オオサカフタカッキンオオアサ
ヾ
タノウ  コアサ

｀
ウエシ

｀

大阪府高槻市大字田能小字上条 1

コ ー  ド 】ヒ   糸車 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34°  57′  25″ 135° 35′ 47″ 20021224 立 会 個人住宅建設
27207 116

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 1主 な 遺 物 特記事項
田能北 集 落 中 世



フリカ
帯
ナ

所収遺跡名

テンン
｀
ンイマ

天神山 (2002-1)

フリカ
｀
ナ

所 在 地

オオサオフタカツキンテンシ
｀
ンチョウ

大阪府高槻市天神町二丁目2-6
コ ー  ド 】ヒ   糸幸 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34° 51′ 23″ 135°  37′  05″

ZUUZUblり

2002052C

9.00ぽ 個人住宅建設
27207 72

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

天神山 集 落 弥 生

フリカ
｀
す

所収遺跡名

テンシ
゛
ンヤマ

天神山 (2002-2)

フリカ
や
ナ

所 在 地

オオサカフタカツキシテンシ
｀
ンチョウ

大阪府高槻市天神町二丁目10-36

コ ー ド 】ヒ   糸華 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34°  51′  20〃 135°  37′  09″

20020729

20020731

9.∞〆 個人住宅建設
27207 72

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 1主 な 遺 物 特記事項

天神山 集 落 弥 生

フリが ナ

所収遺跡名

ァンシ
｀
ンヤマ

天神山(2002-3)

フリカ
゛
ナ

所 在 地

オオサカフタオツキンテンン
゛
ンチョウ

大阪府高槻市天神町二丁目10-32

コ ー ド 】ヒ   ホ宰 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34° 51′ 21〃 135°  36′  07″ 20020809 立 会 個人住宅建設
27207 72

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

天神山 集 落 弥  生

フリカ
Ⅲ
ナ

所収遺跡名

テンシ
゛
ンヤマ

天神山(2002-4)

フリカ
ヾ
ナ

所 在 地

オオサカフタカツキシテンシ
゛
ンチョウ

大阪府高槻市天神町二丁目932-93

コ ー  ド 北  緯 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34°  51′  22″ 135°  37′  04″ 20020829 立 会 個人住宅建設
27207 72

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

天神出 集 落 弥 生

フリカ
｀
ナ

所収遺跡名

テンシ
゛
ンヤマ

天神山(2002-5)

フリカ
ヾ
ナ

所 在 地

オオサカフタカツキンテンン
ド
ンチョウ

大阪府高槻市天神町二丁目1117

コ ー  ド 北  緯 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34°  51′  12〃 135° 37′ 14〃 20020902 立 会 個人住宅建設
27207 72

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

天神山 集  落 弥 生



フリカ
｀
ナ

所収遺跡名

77

安満 (2002-1)

フリカ
｀
ナ

所 在 地

オオサカフアカツキンタカがキチヨウ

大阪府高槻市高垣町281-1
コ ー ド IIヒ    糸車 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34° 51′ 21″ 135° 38′
な
υ

う
る

ZυUZttUUZ

20021011

86.30コド 集合住宅建設
27207 83

所収遺跡名 奄三  ″J 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

安 満 集 落 弥 生 弥生土器・土師器

フリカ
ヤ
ナ

所収遺跡名

タカツキン
｀
ヨウ

高槻城跡 (2002-1)
フリカ

゛
ナ

所 在 地

オオサカフタカツキンテ
｀
マルチョウ

大阪府高槻市出九町 4-40
コ ー  ド 耳ヒ   糸車 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34°  50′  19〃 135°  37′  22″

20020708

20020712
9.00コド 個人住宅建設

27207 85

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

高槻城 城  跡 中世・近世

フリが す

所収遺跡名

タカツキン ョウ

高槻城跡(2002-2)

フリカ
予
ナ

所 在 地

オオサカワタカツキンシ
ヤ
ョウナイチヨウ

大阪府高槻市城内町1015-25

コ ー ド 】と   糸韮 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡香号

34°  50′  20〃 135°  37′  33″

200207 16

20020718

立 会 個人住宅建設
27207 85

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構  1主 な 遺 物 特記事項

高槻城 城 跡 中世 。近世

フリカ
ヤ
ナ

所収遺跡名

タカツキシ
帯
ョウ

高槻城跡 (2002-3)

フリカ
゛
ナ

所 在 地

オオサカフタカツキシン
Sョ

ウナイチョウ

大阪府高槻市城内町1015-8
コ ー  ド 封ヒ   糸幸 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34°  50′  19〃 135°  37′  33″ 20020912 立 会 個人住宅建設
27207

‐
 85

所収遺跡名 種 男U 時 代 主 な 遺 構 1主 な 遺 物 特記事項

高槻城 城 跡 中世・近世

フリが ナ

所収遺跡名

タカツキシ
｀
ョウ

高槻城跡 (2002-4)

フリカ
゛
ナ

所 在 地

オオサオフタカツキシヤワタチョウ

大阪府高槻市八幡町1052-13
コ ー  ド 耳と   糸車 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡香号

34° 50′ 24〃 135°  37′  39″ 20020903 立 会 個人住宅建設
27207 85

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

高槻城 城 跡 中世・近世



フリが ナ

所収遺跡名

タカツキン
｀
ヨウ

高槻城跡 (2002-5)

フリカ
゛
ナ

所 在 地

オオサカアタカツキシオオテチョウ

大阪府高槻市大手町1133-3の 一部

コ ー ド ゴヒ   糸革 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34°  50′  19″ 135° 37′
つ
０

つ
０ 20021212 立 会 個人住宅建設

27207 85

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 1主 な 遺 物 特記事項

高槻城 城 跡 中世・近世

フリが す

所収遺跡名

タカツキン
｀
ョウ

高槻城跡 (2002-6)

フリカ
Wナ

所 在 地

オオサオフタカツキンシ
｀
ョウナイチョウ

大阪府高槻市城内町1015-1の 一部

コ ー ド 】ヒ   湘皐 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

34°  50′  24″ 135°  37′  39〃 20021226 立 会 個人住宅建設
27207 85

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

高槻城 城 跡 中世・近世



郵  国
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嶋上郡衛跡とその周辺



図

版

第

２

a.安満遺跡 (2002-1)1トレンチ (東側から)

b.安満遺跡 (2002-1)2トレンチ (南側から)



図

版

第

３

a.安満遺跡 (2002-1)3トレンチ (西側から)

諄
一
角

b.嶋上郡衛跡 (5N一P地区)全 景



図

版

第

４

a.調査前の闘鶏山古墳 (南東側から)

b.闘鶏山古墳 主体部検出状況 (手前 :第 1主体 奥 :第 2主体 北東側から)



図

版

第

５

a.聞 鶏山古墳 第1主体内部の状況

b.聞 鶏山古墳 後円部北狽I斜面 第3段 葺石検出状況 (北狽1から)



図

版

第

６

a.今城塚古墳 内堤調査区全景 (北東側から)

b。 今城塚古墳 造出 (北側から)
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b.今城塚占墳 埴輪検出状況 (西調査区 :東狽Iから)
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